
学級閉鎖の判断について ２月７日より 
 教育委員会より、次のような変更点の通知がきました。市立の学校では、下記のように 

 判断し、行います。学級閉鎖をする場合は、メールやホームページ等でお知らせします。 

 

【変更点１ 学級閉鎖の判断基準について】 

以下の場合、感染判明日の翌日から３日間、学級閉鎖をします。 

① 同一の学級で３日以内に、２名以上の感染者が出た場合 

・１名感染者が出た場合は、原則学級閉鎖にはなりません。 

② 感染者が１名であっても、周囲に未診断の風邪等の症状がある者が複数いる場合 

③ 学校活動において、複数の濃厚接触者が存在すると判断される場合 

※学級閉鎖中に新たな感染者が出た場合は、閉鎖期間が５日間になります。 

※学級閉鎖が終了した場合に、新たな感染者が出た場合、１人目としてで数えます。 

 

【変更点２ PCR検査について】 

※同一学級で５名以上の感染者が出るなど、クラスター疑いがある場合に PCR検査を行います。 

 

★引き続きのご協力をお願いします★★ 

① 登校判断も２月７日より変わっています。判断に迷われたときは、学校へ相談ください。 

② 体調がすぐれない場合は、登校を控えてください。 

③ 本人やご家族が、PCR検査をする場合は、必ず学校へご連絡ください。 

④ 毎日のお子様の健康チェック等は、確実にお願いします。 


